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全学科揃っての正門前撮影は、アルバム制作のためのフルタ写真館のアイデアだった

昭和 56 年以来、全学科が揃って行なうようになった卒業式後の正門前撮影を再び。11 時 30 分と 13 時（下）に。元気爆発「ヤッホー」

ホームカミングデー

2015◦5 月16日（土）

◦ 

永
国
寺
の
旧
校
舎
に
お
別
れ
！　

学
び
舎
の
思
い
出
は
命
あ
る
限
り
永
遠
に
！

　

慣
れ
親
し
ん
だ
永
国
寺
の
校
舎
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
内
在
住
者
が
中
心
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
総
会
開
催
日
の
午
前
中
、
落
書

き
を
校
舎
に
残
し
、
正
門
玄
関
前
で
撮
影
。
抹
茶
に
新
校
舎
見
学
、
在
校
生
の

活
動
発
表
ま
で
も
が
聴
け
る
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
側
か
ら
の
デ
ー
実
施
打
診
は
昨
年
５
月
。
最
終
的
に
は
「
し
ら
さ
ぎ
会
」

主
催
、
西
谷
理
事
の
ナ
イ
ス
な
ア
イ
デ
ア
や
彼
末
、
川
村
理
事
ら
の
実
働
で
準

備
万
端
！   

大
学
教
職
員
の
皆
様
に
も
好
意
的
な
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
た
。
切
羽

詰
ま
っ
た
広
報
も
奏
功
。
深
く
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
（
永
尾
朱
美
前
会
長  

談
）。

◦ 社会の動きが激しい中で高知県立大学は一法人二
大学となり、二期目を迎えられた南裕子学長（しら
さぎ会名誉会長）のもと「県民大学」と標榜し、さ
らなる発展を続け、地域と共に育つ新たなスタート
を切りました。
　平成 27 年 3 月の卒業生を迎え、会員数は 11,408
名となりました。学部学科・大学院卒業生数も時の流
れと共に変遷し、それぞれに占める比率も異なる様
相を示しています。このことにより社会に果たす役
割が大きく変容していることを知ることができます。
　しらさぎ会も母校の伝統と歴史を引継ぎながら母
校の状況を感知し、より充実した活動をしていくこ
とが求められています。そこで、まず、しらさぎ会
組織図を明確にしました。卒業生の意見を 11 の支部
活動を通してできる限りお聴きする方針で、支部総
会には本部の理事も参加することと致しました。
　平成 27 年 8 月 8 日には女子医専開校から70年を迎
えました。卒業生の年齢幅も益々広がりますが、ボト
ムアップの合い言葉のもと、できるだけ皆さんの声を
お聴きできることを願っております。そのためにも支
部総会にはぜひご出席戴けますよう、お願い致します。
　なお、メモリアル碑モニュメント建設につきまし
ては多大なご協力をいただいでおりますことに感謝
申しあげます（最終面に詳細を掲載しております）。

ご挨拶
しらさぎ会
　　  第23代会長

   山 﨑  美 惠 子

し
ら
さ
ぎ
会
総
会
は

２
０
１
６
年
５
月
21
日

５
月
の
第
３
土
曜
。従
っ
て
次
回
は

まず記念に写しちょきましょうや！

抹茶席は、あちこち思い出話の花畑

涙なしでは語れない力作傑作落書き群

学び舎に別れ 　希望を胸に
惜春感謝の同窓会
学び舎に別れ 　希望を胸に
惜春感謝の同窓会
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校舎にお別れ♬ 350 人の思いの丈校舎にお別れ♬ 350 人の思いの丈
　活動主体も企画メニューもはっきりできないまま、

「お別れはしたい」という想いだけで日々が流れてい
ましたが、最終的には諸先輩の助言で県支部へもお便
りでき、地元マスコミのお知らせも頼め、盛会裡に終
えることができました。「学生活動発表会」を催せ、
学生支援（活動助成金壱萬円提供）ができたことも、
同窓会活動に記念の一歩を残せることになりました。

◦思い出話の花畑、嬉しい愉しい抹茶席

◦新校舎見学、興味津々で

◦生協食堂はほのぼの温かくて

◦ただただ、ただただ、懐かしい……

◦思い出ボロボロ落書き群

◦合計 106 枚、力作の落書
き画像があります。Http に
アップします。ぜひ「読んで」

ください。
　 色 々 な 形 の
母校愛があるも
のだと、改めて
感じさせられま
す。涙なしでは
読めない！のは
本当です。

◦結局、ホームカミングデーでの出逢いは…

ホームカミングデー

2015   ◦ 5 月16日（土）

茶道部、OB、裏方は嬉しい悲鳴、大忙し！

高知城クッキリ、大きな体育館の屋根

生協食堂大賑わい、学生さんの活動展示発表会も開催

◀鋭意制作中

▲今の私があるのはここで学べたから

▲悔いのない残りの人生を歩みます！◀寝てないです。考えていたら
 意識の闇に落ちただけです

で、完成！▼
食べることは
生きること

廊下のあちこち、椅子も机もなんだかオシャレ

そんなこと有ったね〜話題は途切れません

◦新校舎を丁寧にご案内いただきまし
た。廊下の窓は、全て透明のガラスばり。
落ち着かないのでは？と思われました
が、いざ中に入ると意外とそうでもない。
　東の校舎からは、お城がクッキリ！
　スペースが工夫されていて、廊下で簡
単なミーティングができるようにテー
ブルと椅子はそこここに。背の高いソ
ファーに座ると周りの音が聞こえないと
いう優れものも！　工科大と一緒なので
いろんな専門の学生との交流も楽しみ。

「私たちもこんなところで勉強したかっ
たねぇ…」ため息のでるような感想です。

◦学食での、鯖の味噌煮定食
を食べました。おいしかった ! 
　ご飯の量の少なさにびっく
り。さすが女子大と感心して
いたら、「あっ、県立大になっ
て男の子もいるんだ」と…。
　厨房の人がご飯の量をかえ
ているのです。「学生のころ
は、鯖の味噌煮なんて絶対食
べなかったのに…！」。年月
の流れと、自分の年齢を改め
て…（笑）。

◦私たちのお昼、時間がないときは、学食
か近くのタバコ屋さんのお寿司。時間があ
ると、お城に行ったり、近くの喫茶店だっ
たり。2 時間目のない日は、門田のコロッ
ケを買って、ジャズ喫茶木馬の２階へ一目
散。モーニング終了に間に合いたかった…。
　作法室は、新入のコンパで泊まった経験
が皆さんあるでしょう。一緒に見学した友
と私は華道部で毎週行ってお花を活けまし
た。「ここに棚、お花器をおいちょったで
ねぇ」。忘年会では、朝からおでんの準備
に何回も出入りした…。
　茶道部の人たちも同じ思いでけっこうた
くさんの人が名残を惜しんでいました。卒
業以来会ったことのなかった華道部の後輩
にも会えました。新しい校舎にもこんな場
所があるのでしょうか？

◦前日、コーラスで一緒だったお二人に受付
でばったり！　「えっ？女子大の卒業生だっ
たんですか？」「そう。私ら 28 年の卒業よ〜」

「えーっ、私 28 年生まれです」。仕事でも、サー
クルでも、大学でも！先輩でした。
        （以上、報告は広報担当理事仁尾郁でした）

▲出会いは小学校…今では唯一無二の存在！ 北裏の通りの実験棟、東向こうに新しい教育研究棟
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高松市老人会芸能発表会 50 周年の年（H25 年 10 月）に「松づくし」を舞う

い
催
物
は
毎
晩
あ
り
退
屈
し
な
い
。
友

だ
ち
も
で
き
て
話
し
相
手
に
も
困
ら
な

い
と
乗
り
続
け
て
、
今
回
九
回
目
と
い

う
八
十
代
の
元
気
な
男
性
も
い
た
。

日
舞
の
師
匠
が
私
の
生
き
甲
斐

よ
う
こ
そ
先
輩 

後
輩
の
皆
さ
ん

ね  

ぎ  

坊  

主

　

私
は
小
豆
島
の
中
山
地
区
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
農
村

歌
舞
伎
の
盛
ん
な
所
で
、
春
日
神

社
の
境
内
に
舞
台
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
十
月
の
第
二
日
曜
日
に
素
人

歌
舞
伎
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
地
区
の
お
お
か
た
の
人

は
歌
舞
伎
、
歌
舞
伎
舞
踊
に

関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
い
う
所
で
育
ち
ま
し
た
の

で
、私
も
舞
踊
に
興
味
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
も
済
み
、
生
活
に

余
裕
の
出
て
き
た
五
十
歳

の
と
き
、
本
格
的
に
日
本
舞

踊
を
習
お
う
と
思
っ
て
藤
間

流
に
入
門
し
ま
し
た
。
週
一

回
練
習
に
通
い
、
五
十
二
歳

で
名
取
り
の
芸
名
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
稽
古
を
重
ね
、

六
十
二
歳
の
と
き
、
と
う
と
う
師
範
の

免
状
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
頃
、
地
区
の
自
治
会
で
同
好

会
が
盛
ん
に
な
り
、
日
本
舞
踊
を
習
い

た
い
と
い
う
方
が
三

名
い
ま
し
た
。
こ
の

人
た
ち
を
お
弟
子
さ

ん
に
週
一
回
の
稽
古

を
始
め
ま
し
た
。
平

成
19
年
に
一
宮
地
区

全
体
の
老
人
会
が
日

本
舞
踊
の
同
好
会
を

つ
く
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
会
の
師

範
と
し
て
招
か
れ
ま

し
た
。
会
員
数
は
変

動
が
あ
り
ま
す
が
、

二
十
名
程
度
で
す
。

男
性
会
員
も
発
足
以

来
い
ま
す
。
最
年
長

の
か
た
は
九
十
二
歳

で
す
。

　

身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
故
障
が
生
じ
て

充
分
な
動
き
が
で
き
な
い
人
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
私
も
膝
が
痛
く
坐
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
痛
い
と

こ
ろ
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
振

り
つ
け
を
し
て
教
え
て
い
ま
す
。
三
味

線
も
の
の
小
曲
、
昔
の
歌
謡
曲
も
教
え

て
い
ま
す
。

　

長
い
年
月
練
習
し
た
甲
斐
が
あ
っ
て

会
員
た
ち
は
上
達
し
、
高
松
市
老
人
連

合
会
の
芸
能
発
表
会
に
出
演
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
毎
年
発
表
会
を
目
指
し

て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

世
界
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
昨
年
11
月
下

旬
、
神
戸
港
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
船

舶
法
に
則
り
乗
船
24
時
間
以
内
に
救
命

胴
衣
を
つ
け
て
遭
難
避
難
訓
練
を
す

る
。
そ
し
て
夜
は
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
と

少
々
興
奮
し
つ
つ
気
ぜ
わ
し
い
。

　
「
あ
な
た
、
世
界
一
周
は
何
回
目
？
」

パ
ー
テ
ィ
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た

時
、
臨
席
の
女
性
に
突
然
聞
か
れ
た
。

「
え
っ
？
…
」。
一
生
に
一
度
、
世
界

を
船
で
巡
っ
て
み
た
い
。
そ
の
夢
の

実
現
で
今
こ
こ
に
い
る
私
に
何
回
目

と
は
…
。「
初
め
て
で
す
が
、
あ
な
た

は
？
」「
二
回
目
で
す
」。
そ
の
隣
り
は

「
私
は
三
度
目
」
と
い
う
。
長
旅
を
二

度
、
三
度
重
ね
る
に
は
、
ま
ず
健
康
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て

時
間
・
費
用
な
ど
が

か
か
わ
っ
て
く
る
。

色
々
聞
い
て
み
る
と

中
に
は
最
初
の
船
旅

で
同
室
と
な
り
、
気

の
合
っ
た
中
年
女
性

四
人
が
、
今
回
も
世

界
一
周
を
楽
し
も
う

と
乗
っ
て
い
た
。
ま

た
、
妻
に
先
立
た
れ

家
事
は
苦
手
で
困
っ

て
い
た
男
性
が
、
一

度
乗
っ
て
み
る
と
自

分
の
船
室
は
メ
ー
ド

が
清
掃
、
食
事
は
レ

ス
ト
ラ
ン
で
、
楽
し

　

こ
の
日
舞
の
会
で
踊
り
を
教
え
る
こ

と
が
、
退
職
後
の
私
の
生
き
甲
斐
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
た
ち
に

も
喜
ん
で
も
ら
い
、
社
会
貢
献
が
少
し

は
出
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
も
趣
味
を
活
か
し
て

お
花
、
絵
手
紙
、
手
芸
等
高
齢
者
の
皆

さ
ん
の
趣
味
の
お
手
伝
い
を
し
て
さ
し

あ
げ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ひ
と
様

の
よ
ろ
こ
び
が
自
身
の
よ
ろ
こ
び
と
な

り
、
自
分
の
生
き
甲
斐
と
社
会
貢
献
活

動
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

川
田
昭
子
さ
ん
（
生
活
科
学
科
５
回
生  

昭
和  

32
年
３
月
卒
業
）　

香
川
県
在
住

生
ま
れ
育
っ
た
環
境

生
活
に
余
裕
が

で
き
た
と
き

将
来
を
見
通
し
…

ひ
と
様
の
よ
ろ
こ
び
が
…

世
界
一
周
は
何
回
目
？

一
○
五
日
間
の
世
界
旅

二
宮
和
嘉
子
さ
ん
（
英
文
学
科
１
回
生  

昭
和
35
年
３
月
卒
業
）　

鹿
児
島
県
在
住

ペリト・モレノ氷河
2015.1.13 撮影

　

船
は
地
球
を
南
回
り
で
五
万
五
千
キ

ロ
航
行
。
南
シ
ナ
海
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
、

南
大
西
洋
、
ビ
ー
グ
ル
水
道
、
マ
ゼ
ラ

ン
海
峡
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
フ
ィ
ヨ
ル
ド
、

南
太
平
洋
、
そ
し
て
硫
黄
島
を
通
過
し
、

一
○
五
日
間
の
世
界
一
周
を
終
え
て
３

月
上
旬
帰
国
し
た
。

　

14
カ
国
、
17
寄
港
地
を
訪
ね
た
が
、

南
米
、
中
で
も
パ
タ
ゴ
ニ
ア
南
部
、
チ

リ
国
境
沿
い
に
あ
る
世
界
遺
産
ロ
ス
・

グ
ラ
シ
ア
レ
ス
の
「
ペ
リ
ト
・
モ
レ
ノ

氷
河
」
は
お
勧
め
の
地
。
ロ
ス
・
グ

ラ
シ
ア
レ
ス
と
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
氷

河
」
の
意
味
。
透
明
度
の
高
い
氷
は
青

い
光
だ
け
を
反
射
し
て
氷
河
は
青
く
見

え
る
。
中
で
も
ペ
リ
ト
・
モ
レ
ノ
氷
河

は
一
年
に
六
○
○
ｍ
か
ら
八
○
○
ｍ
動

く
。
非
常
に
活
発
で
高

さ
八
○
ｍ
の
先
端
部
が

崩
落
す
る
瞬
間
を
数
回

見
て
撮
影
し
た
。

　

外
国
の
旅
は
日
本
に

い
る
時
の
自
分
を
冷
静

に
眺
め
ら
れ
「
旅
は
心

の
洗
濯
」
と
な
る
。
些

細
な
こ
と
に
気
を
取
ら

れ
る
毎
日
で
は
困
る
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
を
見

て
旅
の
夢
を
実
現
し
た

い
。

　

で
は
一
句
、

ね
ぎ
坊
主　

身
の
程
知

ら
ず　

夢
多
き　
　
　

　
　
　
　
　
　

和
嘉
子
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加
納
三
千
子
さ
ん
（
生
活
科
学
科 

14
回
生 

１
９
６
６
年
３
月
卒
業
）　

広
島
県
在
住

諏
訪
有
香
さ
ん
（
国
文
学
科    

回
生  

平
成    

年
３
月
卒
業
）
高
知
県
在
住

用
」
し
な
が
ら
の
『
自
立
と
支
え
合
い

の
ま
ち
づ
く
り
』
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
得
意
な
こ
と
を
報
告
し
合
う

居
場
所
づ
く
り
か
ら
始
め
、
最
近
で
は

建
築
物
の
耐
震
診
断
、
被
爆
者
か
ら
聞

い
た
話
を
も
と
に
短
大
生
が
作
成
し
た

「
被
爆
ア
オ
ギ
リ
」
の
紙
芝
居
を
日
・
英
・

仏
の
三
カ
国
語

で
出
版
、
施
設

の
利
用
者
の
皆

さ
ん
と
小
物
作

り
を
し
、
そ
こ

の
祭
り
で
利
用

者
の
方
々
が
販

売
す
る
、
な
ど

の
試
み
を
し
て

い
ま
す
。

食
と
暮
ら
し
の
課
題
に
取
り
組
む
日
々

試
行
錯
誤
を
重
ね
る
日
々
に
や
り
甲
斐

　

卒
業
し
て
は
や
50
年
。
寮
や
学

舎
の
変
化
は
大
き
い
よ
う
で
す
が
、

私
自
身
も
大
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。

家
政
学
は
苦
手
で
し
た
が
、
皮
肉

な
こ
と
に
、
中
学
校
で
１
年
、
短

大
で
41
年
、
そ
し
て
今
も
「
食
の

あ
り
方
と
今
の
く
ら
し
の
問
題
点
」
を

考
え
る
こ
と
が
私
の
生
き
る
術す

べ

と
な
り

ま
し
た
。

　

若
い
頃
は
「
一
日
に
何
錠
か
で
食
事

が
す
め
ば
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
社

会
人
に
な
っ
た
頃
は
「
環
境
問
題
と
食

の
安
全
性
」
が
問
題
に
な
り
始
め
た
頃

で
、
当
然
私
も
食
べ
物
の
質
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
生
へ
の
野
菜

を
し
っ
か
り
食
べ
る
宿
題
（
一
日
芋
類
、

海
藻
類
、
キ
ノ
コ
類
な
ど
を
含
め
た
野

菜
500
ｇ
）
で
、低
体
温
の
改
善
な
ど
様
々

な
体
調
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
か
ら
①
食
べ
方
を
身
体
で
納
得
す
る

こ
と
、
②
腸
内
細
菌
と
「
共と
も
い
き生
」
出
来

る
よ
う
な
食
事
が
大
事
と
も
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
世
紀
を
迎
え
た
頃
、
夫
の
介

護
と
死
を
契
機
に
、「
高
齢
者
の
生
活

の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能

性
）」
に
必
要
な
仕
組
み
を
科
研
費
の

助
成
を
受
け
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

定
年
後
は
科
研
仲
間
を
中
心
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
、
テ
ー
マ
の
具
体

化
、
つ
ま
り
「
ヒ
ト
や
モ
ノ
を
有
効
活

中
学
生
の
頃
か
ら
の
夢

ひ
た
す
ら
勉
強
の
毎
日

成
長
す
る
有
機
体
と
し
て

渡
り
に
舟
！

ヒ
ト
や
モ
ノ
の
有
効
活
用

地
域
の
資
源
の
活
か
し
方

　

中
学
生
の
頃
か
ら
図
書
館
司
書
に
な

り
た
か
っ
た
私
は
、
大
学
卒
業
後
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
学
費
を
貯
め

て
、
県
外
の
大
学
で
司
書
講
習
を
受
講

し
て
司
書
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

　

被
爆
70
年
を
迎
え
た
今
年
、
そ
の
紙

芝
居
を
利
用
者
の
方
に
読
ん
で
も
ら

い
、
戦
争
体
験
を
話
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
紙
芝
居
」
は
子
ど
も
向
き
だ
け

で
な
く
、
高
齢
者
も
読
み
手
に
な
る
こ

と
で
施
設
職
員
も
驚
く
ほ
ど
生
き
生
き

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
赤
い

ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
白
い
ブ
レ
ザ
ー
姿
で
颯

爽
と
来
ら
れ
た
の
は
戦
争
体

験
を
話
し
て
下
さ
っ
た
方
で

し
た
。

　

90
代
の
方
々
の
戦
争
体
験

を
聞
き
な
が
ら
、
こ
の
人
た

ち
こ
そ
地
域
の
資
源
。
こ
の

貴
重
な
体
験
を
聞
き
取
っ
て

書
き
残
し
、
次
の
世
代
に
伝

え
る
こ
と
も
必
要
だ
な
、
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。

▼ NPO で出版した紙芝居とブックレット

▲紙芝居の読み手になることでイキイキ！

▲颯爽と赤シャツ白ブレザーで戦争体験を

　

資
格
を
取
っ
て

１
年
後
、
高
知
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
院
が
新
築
移

転
す
る
た
め
、
図

書
室
の
司
書
を
募

集
し
て
い
る
と
の

話
が
あ
り
、
渡
り
に
舟
と
飛
び

乗
っ
た
の
が
こ
の
仕
事
を
始
め
る

き
っ
か
け
で
す
。

　

私
が
学
生
の
頃
の
大
学
図
書
館

と
い
え
ば
、
カ
ー
ド
目
録
が
主
流

で
、
必
要
な
本
を
探
す
た
め
に
一

生
懸
命
カ
ー
ド
を
め
く
っ
た
も
の

で
し
た
が
、
配
属
さ
れ
る
図
書
室
は
パ

ソ
コ
ン
で
簡
単
に
本
を
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

食
の
大
事
さ
へ
の
気
づ
き

先
輩
司
書
か
ら
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
、
ひ
た

す
ら
勉
強
の
毎
日
で
し

た
。

　

開
館
後
、
私
を
待
ち

受
け
て
い
た
学
生
は
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な
る
と

い
う
明
確
な
目
標
を
持
ち
、
向
学
心
に

燃
え
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
学
生
の
要

　

２
ヵ
月
の
司
書
講
習
で
得
た
知
識
な

ど
は
役
に
立
た
ず
、
移
転
先
の
図
書
館

に
は
職
員
私
一
人
の
予
定
で
し
た
の
で
、

開
館
日
ま
で
は
系
列
の
大
学
図
書
館
で

求
に
応
え
よ
う
と
、
学
習
環
境
を
整
え
、

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
教
員
と

協
同
で
魅
力
あ
る
蔵
書
構
築
を
図
っ
て

い
く
う
ち
に
、
少
し
ず
つ
利
用
者
の
信

頼
を
得
て
、
図
書
館
の
形
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

図
書
館
は
資
料
と
建
物
と
ス
タ
ッ
フ

が
あ
れ
ば
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
利

用
者
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の

で
あ
り
、
利
用
者
と
と
も
に
作
り
上
げ

て
い
く
も
の
だ
と
、
そ
の
と
き
実
感
し

ま
し
た
。

　

三
度
の
産
休
と
育
休
を
経
て
、
現
在
、

高
知
学
園
短
期
大
学
図
書
館
で
働
い
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
大
学
図
書
館
は
、

新
た
な
学
習
教
育
支
援
の
役
割
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今

で
も
勉
強
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

教
職
員
や
学
生
と
力
を
合
わ
せ
て
よ

り
良
い
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
よ
う

と
試
行
錯
誤
を
重
ね

て
い
る
毎
日
で
す
。

　

秋
に
は
図
書
館
シ

ス
テ
ム
が
変
わ
り
、

も
っ
と
便
利
に
な
る

予
定
で
、
い
ま
準
備

と
打
合
せ
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
図
書
館
の
館
長
は
高

知
女
子
大
学
の
大
先
輩
で
、
何
と
も
心

強
く
、
頼
も
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

図
書
館
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
ラ
ン
ガ

ナ
タ
ン
に
よ
る
と
「
図
書
館
は
成
長
す

る
有
機
体
」
で
す
。
利
用
者
に
信
頼
さ

れ
、
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
て
、

図
書
館
と
と
も
に
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

38
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◦四国インカレで優勝、準優勝
① 女子ソフトボール部「優勝」

◦学年学部関係なく皆とても仲良
し。それが優勝に繋がったかなと
思います。週一ですが部活くらい
しか汗を流すことはないし、連帯
感を味わうために練習していると
も言えるかも知れません。総当たり
全試合コールド勝ち！というと相
当強そうでしょうか。出場チーム
数は内緒です（笑）。代表   原田知

ち か

佳

◦高知学芸高校でペアを組んでい
た明神未来、下元春香ペアは共に看
護学部に入学。昨年創部した。今
は週二回、効率よく練習している。
33 組出場中の準優勝には、「チョッ
ピリ満足（照れ笑）」。勝てると面
白いから練習にも熱が入る。授業
も実習も忙しいが、部員 7 人皆で
励まし合ってます！代表   明神未来

◦四国インカレから随分日が経ち、
アルバイトばかりで、あまり練習で
きてません。9月の大会に向けてやっ
と練習再開。四国インカレは、自分
の目標とする記録とはかけ離れてい
るものだったので、1 回生のうちは、
高校時代の自分に少しでも戻れるよ
う、空いた時間に練習し精進したい
です。諸先輩に自信もって報告でき
るよう頑張ります。代表  尾崎穂乃香

② ソフトテニス部「準優勝」

③ 陸上部「準優勝」

し
ら
さ
ぎ
会 

◦
各
支
部
だ
よ
り

◦本年度の支部総会は、平成 27 年 6 月 13 日（土）に、高知会館において、
39 名のご参加で、貴重なご意見もいただき、年に一度の楽しく有意義な交流
ができました。野嶋佐由美副学長にご臨席いただき、「高知県立大学は独立し
た 2 学校法人が統合した形態で、この 4 月にスタートしている。また、『卒業
生は大学の宝』」というお言葉もいただきました。私ども卒業生はその姿を正
す必要を実感いたしました。
　本年総会ではいつもの議題の他、会則改正、役員選出が行なわれました。高
知県支部は会員数も多く、東部・中央・西部に分けて、各地区でご活躍いただ
いており、今年はとくに西部地区の発展に力を注ぐことを確認いたしました。
　教養講座では一級カラーコーディネーターの山崎真理先生に「色を味方にな
りたい自分になる」と題してご講演いただきました。色は言葉を超えたメッセー
ジとのことで、カラーコミュニケーション、洋服の色が自分に及ぼす影響、例
えば水色の服を着ていたら優しくなれる等々、クレヨンで分かる！あなたの色
彩心理……実演を交えながら、たいへん興味深い内容でした。
　ところで、記念碑制作の計画も着々と進められております。皆様には再度そ
の募金のお願いを申します。あわせて年会費の納入ならびに寄付に対しても
厚く感謝申し上げます。（支部長   原  絢

あ や こ

子・生活科学科 12 回生）

◦今年は、二年に一度の総会の開催です。一
人でも多くの方に参加していただけるよう魅
力あるプランをということで前回の総会出席
者一同で知恵を絞ったのが「大人の遠足」で
した。今回は、恩師今西先生のご提案ご協力を得て周防大島の今西ミカン
園でのミカン狩りを計画致しました。
　昨年秋、有志三名で予行演習を行ないました（上の写真、後ろ姿でスミ
マセン、笑）。瀬戸内ブルーの美しい海を渡れば先生のミカン園はすぐそこ
です。丹精込められた農園でのミカン狩りに、まさに遠足気分、ワイワイ
と楽しい時間を過ごしました。今回は大勢で収穫を楽しみましょう。
　日時は 12 月 5 日（土）です。ミカンの収穫時期の問題で予定より遅くな
りますが……。山陽本線大畠駅前の旅館「海月」に集合です。目の前に大
島大橋を望む絶好のロケーションで新鮮な海の幸をいただきます。そのあ
と大島大橋を渡ってミカン園に移動です。会員の方には追って詳細をご案
内させていただきます。本部からは小松美鶴理事（s62・国文 28）が参加予
定です。素晴らしい自然の中で大いに羽を伸ばし、大人の遠足を楽しみま
しょう。ご参加お待ちしています。（支部長　岡村志津枝・国文学科 13 回生）

母校の現在
現役生、汗を流して活躍中！

高知県支部

山口県支部

卒業生は大学の宝だと……

今年はミカン狩り



6高知県立大学同窓会しらさぎ会

会報しらさぎ 第 49 号（2015 年 9 月 30 日発行）

徳島県支部

◦しらさぎ会の皆様、お元気でしょ
うか。徳島でも厳しい暑さが続いて

おります。徳島県支部は、平成 28 年
の 10 月～ 11 月頃に支部総会を開催する予定です。平成 26 年の総会時の写真を

一緒にお届けいたします。徳島支部の方におかれましては、写真をご覧いただき、
懐かしいお顔を見つけたら、次回はぜひお越しください。
　私は、平成 27 年度からしらさぎ会徳島支部のお世話をさせていただいており
ますが、2 年に 1 回しか会わないにもかかわらず、支部総会時には参加者の皆
さんがとても協力的で、いつも共に働いている仲間であるかのように、それぞ
れに主体的に動いてくださることに驚きました。総会時には大変お世話になり、
誠にありがとうございました。この場をお借りしてお礼を申し上げます。
　最近は、地方の時代だといわれています。それは、自分の生活の拠点を大
切にすることではないかと思います。しらさぎ会は、私たちが青春を過ごし、
社会人となるための礎を作った拠点であることを、再認識させてくれます。
本年度、徳島支部は特別な行事はありませんが、皆さんの身近なところで来
年度に参加できるように声をかけあっていただければ幸いです。皆さんとの
再会を楽しみにしております。（支部長　多田敏子・看護学科 19 回生）

◦ 2014 年 10 月
25 日、15 回目の広島支部会を広島市で開催しま
した。しらさぎ会本部からは永尾朱美会長（当時）が出席してくださり、初
参加の方も含めて 13 名で、なごやかなひと時を過ごしました。昼食、自己紹
介の後、高知県立大学紹介 DVD を観賞。美しい建物、整った設備、学部・学
科の取り組みなどから、地域で求められる人材を送り出すための熱い思いが伝
わってきました。さらに永尾会長からは、高知女子大学発祥の地記念モニュメ
ント建設についての活動内容も紹介されました。
　そして…「土佐の食」をテーマにした永尾会長のお話が…。（因みに、ご存
知の方も多いでしょうが、永尾会長は家政学科 1 回生で、高知県庁の農業関係
部署に長く勤められた方です）。お話の一つ、「土佐独特の食べ物」では、いた
どり・りゅうきゅう・にんにく葉・芋の茎を挙げられ、他県でいたどりを採っ
ていたら訝しがられたという人の話や、高知では芋の茎用の芋を栽培している
など、興味深く聴かせていただきました。参加者からは、食べ物にまつわる高
知の思い出や広島の食べ物の話も出て、あっという間に終了予定時刻を迎えて

しまいました。
次回（来年）は福山市で開催します。初参加の方、大歓迎です。一緒に楽し

い時間を過ごしましょう！（支部長   田中めぐみ・国文学科 9 回生）

東海支部

◦「朋有り、遠方より来たる。亦た楽しからずや」。「朋」
は、「同じ先生について学んだ者」という意味でしょ

うか。東海支部は会員数３00 名近く、三重、岐阜、静
岡、愛知と、広範囲に広がります。
　同じ年度の同じ学科に学んだ「朋」もいますが、多く
は全く知らない者同士です。会う機会もほとんどありません。でも、同じ永国寺キャ
ンパスで学びました。帯屋町で、大丸で、日曜市で買い物をし、高知城を仰ぎ、電
車に乗り、鏡川べりを歩き、青春を謳歌しました。この同じ空気を吸った者は「朋」
です。そう感じます。その「朋」と年に一度同窓会で会うことが出来ます。これほ
ど嬉しいことはありません。
　実は私自身は同窓会に出ていませんでした。先輩に誘われ、見知らぬ人の中でど
うしたものやらと不安でいましたが、あるとき、これが「朋」だと気づきました。
そしたら無性に懐かしく思ったのです。毎年、遠方より来たる「朋」は 10 名ほ
どですが、楽しく語り合っています。今は参加していない「朋」が一人、二人と

増えていってほしいと切に願っています。2015 年支部総会には本部から川村雅
子理事（s46・食栄 4）がご参加予定です。（幹事   山本眞理子・ 国文学科 16 回生）

たん熊北店で11月14日（土）
　　（ANA   CROWNE   PLAZA ホテルグランコート名古屋 3 階で例年のように）

社会人となるための
       礎を作った拠点

朋有り、遠方より来たる

盛りだくさんで、和やかに ▼平成 26 年 10 月 25 日に、ザ・グランドパレスで

6高知県立大学同窓会しらさぎ会

◦愛媛県支部では代議員が次年度から二人になるため、最初にその選出を
行ないました。近況報告では、多くの出席者から退職後もいきいきと活発
に過ごされている様子が語られました。しらさぎ会本部の川口順子理事は ､
変革を続けている大学の現状、しらさぎ会が総会に合わせて 5 月 16 日に開
催したホームカミングデーの様子、そして「高知女子大学発祥の地記念モ
ニュメント」制作のための活動についてお話し下さいました。山崎水紀夫
課長（高知県立大学地域連携課）は、県立大学独自の地域と相互交流する
学生の活動、大学の学生支援、２年連続で全国表彰された学生の防災サー
クル活動（※10 面「レーダー通信」参照）についてお話し下さいました。
　高知女子大学時代とは大きく変化している高知県立大学の様々なことを知
ることができてよかったとか、盛りだくさんの内容にもかかわらず食事も楽
しめた、などの感想をいただきました。閉会後はふなやの喫茶室で二次会を

開き、交流をさらに深めてお開きとなりました。第 50 回目となる来年は、
英文学科の卒業生で運営されます。（幹事　伊賀上睦見・看護学科 16 回生）
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◦ 2014 年 10 月
25 日、15 回目の広島支部会を広島市で開催しま
した。しらさぎ会本部からは永尾朱美会長（当時）が出席してくださり、初
参加の方も含めて 13 名で、なごやかなひと時を過ごしました。昼食、自己紹
介の後、高知県立大学紹介 DVD を観賞。美しい建物、整った設備、学部・学
科の取り組みなどから、地域で求められる人材を送り出すための熱い思いが伝
わってきました。さらに永尾会長からは、高知女子大学発祥の地記念モニュメ
ント建設についての活動内容も紹介されました。
　そして…「土佐の食」をテーマにした永尾会長のお話が…。（因みに、ご存
知の方も多いでしょうが、永尾会長は家政学科 1 回生で、高知県庁の農業関係
部署に長く勤められた方です）。お話の一つ、「土佐独特の食べ物」では、いた
どり・りゅうきゅう・にんにく葉・芋の茎を挙げられ、他県でいたどりを採っ
ていたら訝しがられたという人の話や、高知では芋の茎用の芋を栽培している
など、興味深く聴かせていただきました。参加者からは、食べ物にまつわる高
知の思い出や広島の食べ物の話も出て、あっという間に終了予定時刻を迎えて

しまいました。
次回（来年）は福山市で開催します。初参加の方、大歓迎です。一緒に楽し

い時間を過ごしましょう！（支部長   田中めぐみ・国文学科 9 回生）

初参加も
大歓迎♥

広島県支部
京阪神支部

◦京阪神支部の活動については、しらさぎ会報 3 号（昭和 43 年 9 月 15 日発行）に、
「京阪神にも」と題して大阪天満橋キャッスルホテルで京阪神支部が昭和 43 年

4 月 2 日に誕生したニュースが掲載されています。しかし、手元に残る京阪神
支部の同窓会活動の記録を繙いてみても活動記録として残っているのは以下
の内容のみです。第 1 回は昭和 49 年（1974 年）5 月 19 日に奈良慈光院を会
場に開催し、翌年の昭和 50 年に第 2 回を大阪みのお山荘で行ない、その際、
総会・親睦会を 2 年毎に開催することを取り決め、昨年（平成 26 年）の総会・
親睦会で 21 回の活動を重ねています。
　また、しらさぎ会京阪神支部の会の運営は、会則（昭和 63 年 10 月 22 日）
により平成元年から学科の輪番制で行なわれています。それにより、平成
27 年・28 年度の支部役員は食物栄養学科 3 期生（昭和 45 年卒業）の 4 名（大
井、大石、眞光、道倉）が担当します。
　本会の現在の課題は、大学の組織が高知女子大学から高知県立大学に改
編、学部学科の新たな設置、また惜しまれながら廃止されたことにより、
これまで続けてきた輪番制では対応できない状況が生起していることです。
今後、さらなる発展を図るためには運営の形式について熟慮しなければいけ
ない時期になっており、妙案をなんとか絞り出したいと思っています。
　次回の総会・親睦会の開催日程は、大阪駅にあるホテルグランヴィア大阪
において 2016 年 11 月 20 日 ( 日 )12:00 ～ 15:00 に決定しています。多くの
同窓生の皆さん、特に若い皆さんに多数参加をいただきたいと願っています。

ご参集よろしくお願いします。（幹事    大井加壽子・食物栄誉学科 3 回生）

香川県支部 愛媛県支部 盛りだくさんで、和やかに

本部から二人の
来賓をお迎えし、

支部会員 23 名出席
のもと、平成 27 年
6 月 28 日（日）に、

道後温泉「ふなや」
で

運営形式、新たな視点で

7
▲写真は全て 2014 年 11 月 16 日の総会会場で

◦愛媛県支部では代議員が次年度から二人になるため、最初にその選出を
行ないました。近況報告では、多くの出席者から退職後もいきいきと活発
に過ごされている様子が語られました。しらさぎ会本部の川口順子理事は ､
変革を続けている大学の現状、しらさぎ会が総会に合わせて 5 月 16 日に開
催したホームカミングデーの様子、そして「高知女子大学発祥の地記念モ
ニュメント」制作のための活動についてお話し下さいました。山崎水紀夫
課長（高知県立大学地域連携課）は、県立大学独自の地域と相互交流する
学生の活動、大学の学生支援、２年連続で全国表彰された学生の防災サー
クル活動（※10 面「レーダー通信」参照）についてお話し下さいました。
　高知女子大学時代とは大きく変化している高知県立大学の様々なことを知
ることができてよかったとか、盛りだくさんの内容にもかかわらず食事も楽
しめた、などの感想をいただきました。閉会後はふなやの喫茶室で二次会を

開き、交流をさらに深めてお開きとなりました。第 50 回目となる来年は、
英文学科の卒業生で運営されます。（幹事　伊賀上睦見・看護学科 16 回生）

学生時代の
思い出と重ね
語り合いましょう
◦しらさぎ会香川県支部の会員の皆さま、お変わりございませんか。今年
は２年に一度の支部総会が開催されます。楽しみにされている方もおられ、
支部役員としてとても嬉しいことです。支部役員会で日程、場所等を上記
の通り決定しています。
　5 月 16 日に永国寺キャンパスで「ホームカミングデー」と称した催しが
ありました。しらさぎ会のホームページをご覧になり、参加された方もおら
れるのではないでしょうか。いかがでしたか。
　歴史と伝統を持つ実験棟と講義棟。そして管理棟も含めての取り壊しが
今年に予定されています。ぜひとも支部総会に出席されて、ご覧になった
り感じられたりしたことを、学生時代の思い出と重ねて語り合ってみませ
んか。
　支部総会にご来賓として、しらさぎ会前会長の永尾朱美様（家政学科一
回生）にお越しいただき、県立大学の現状や土佐の食についてお話いただ
く予定です。お誘い合わせのうえご出席くださいますよう、ご案内申し
上げます。　　　　　　　　　　　 （支部長　嶋村洋子・家政学科一回生）

日　時　　平成 27 年 11 月 14 日（土）
場　所　　高松国際ホテル　高松市木太町 2191-1
総　会　　10 時 30 分～ 12 時　
　　　懇親会　　12 時～ 14 時（会費 3,000 円）
　　　支部会費　1,000 円（年間 500 円の 2 年分）

☎ 087―831―7220
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九州支部

◦平成 24 年に岡山支部が
再スタートし、初回は 12 名

だった参加者も、本年（いつ
ものホテルメルパルク岡山の
レストラン「ミザール」で 8
月 23 日開催）は 18 名になりました。とくに今回は 80 代から 20 代（高知女子大
から高知県立大）までのすべての年代の参加で、年齢・学科は違っても同じ学び
舎での思い出を楽しく共有することができました。和やかな雰囲気の中、全員が
発言され、「はよしね」（早くしなさい）や「でえこてえてえてえ」（大根炊いてお
いて）の岡山弁も飛び出し、笑いいっぱいの会になりました。
　本部から宮田福氏と原絢子氏にご臨席を賜り、宮田氏には「食の安全について」、
原氏には「現在の大学の様子」をご講話いただき、興味深く拝聴いたしました。
　昨年度の同窓会を写真付で地元の山陽新聞「集い」の欄に投稿いたしました。
昨年は参加されなかった方が新聞を見て今年は参加くださったと伺って、他にも
新聞を見て高知を懐かしく思い出された同窓生もおられるのではないかと喜んで
おります。岡山での同窓会を（高知までは行けないけれども）毎年楽しみにして
いるという声を聞くと、スタッフも嬉しく励みになります。そしてスタッフも楽
しみながら準備を行なっていくことが同窓会の継続と発展に繋がっていくものだ
と思います。28 年度は 8 月 21 日（会場未定）に開催いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　（支部長　桐本尚美・生活理学科 7 回生）

◦今回は教養講座が加わりますので、より有意義な会になると思います。葉書を
送りますが、友だちを誘ってぜひご参加を。前回開催の鹿児島は桜島の火山活動
が警戒レベルにあり心配しております。皆さんお元気でしょうか。木場先生、二
宮さん、小湊さん、宮岡さん、また、本部から川口順子先生、有難うございました。
　現在、九州支部の会員は地元に戻って就職されるからでしょうか。入会が 24
年度 16 人、25 年度 24 人と年々増加しています。福岡 122 人、大分 95 人、宮崎
86 人、長崎 84 人、鹿児島 68 人、佐賀 48 人、沖縄 31 人、熊本 33 人です。
　九州支部は岡崎富子さんが長く支部長をされ、小林玲子さんから私が引き継
ぎ 14 年になります。そのとき、交通の便の良い福岡で 4 年に 1 回、その間、
2 年に 1 回は別の所で開催することとし、熊本、沖縄、佐賀、鹿児島と続い
ています。長崎、大分、宮崎で実現する方法を探しています。ご意見お寄

せ下さい。（支部長　宮川麗子・看護学科 14 回生 ☎ 090-1519-0393）

福岡大
おおほり

濠公園で 10 月 25日（日）正午から！

関東支部

第 18 回

開催
総会・懇親会

開催日◦平成 27 年 10 月 25 日（日）
　　　　12 時 30 分～ 15 時
会   場◦京王プラザホテル　47 階
            　あおぞら
会   費◦一万円（支部運営費等込み）

◦記録的な猛暑の続いた今夏、皆様
お元気に乗り切られたことと存じま
す。今年は、第 18 回しらさぎ会関
東支部総会・懇親会の開催年度です。
　今回は、昨年、文化学部（イギリ
ス近代文学）を退官されました青木
晴男特任教授、しらさぎ会本部津野
真千子副会長がお出で下さいます。
　夏からは校舎の改築も始まってい
ることと思います。どうぞ皆様にご
出席いただき、昔懐かしいお話、未
来への飛躍など、楽しいトークを満
喫していただきたいと思っておりま
す。
　前回の総会でも、大先輩のパワー
とご活躍ぶりに接し、かくぞありた
いものと、お手本を見せていただい
た思いが致しました。どうぞ今年も
皆様ご出席下さり、後輩に喝を！
　なお、会場の「あおぞら」は 47 階、
三方が見晴らしのよい高層階です。
お天気が良ければ、眺望もグッドで
す。大勢の皆様のご参加をお待ち致
しております。（支部長　山崎和子・
国文学科 14 回生）

岡山県支部全ての年代の
参加を得て

会　場　水と緑のオアシス大
おおほり

濠公園　フレンチレストラン「花の木」
　　　　福岡市中洲大濠公園駅から徒歩約 4 分
内　容　❶母校の様子と「しらさぎ会の今日」本部 副会長　山本雅子様　
　　　❷教養講座　地域課題解決に向けた大学の新たな取り組み

～高知県中山間地域等訪問看護師育成講座について～看護学部教授  森下安子様
※木場冨喜先生（薩摩川内市在住、88 歳、元看護学科教授）にご出席交渉中

☎ 092―751―3340

▲癒しの空気に包まれて…
「フレンチレストラン花の木」

正統派フランス料理に + 福岡
ならではのおもてなし！

関東支部（東京、神奈川、埼玉、千葉、茨城、栃木、群馬、山梨）  503
東海支部（愛知、岐阜、長野、三重、静岡、新潟）   258
京阪神支部（大阪、京都、奈良、和歌山、兵庫、滋賀）  830
岡山県支部   274
広島県支部   206
山口県支部     63
香川県支部   480
愛媛県支部   581
徳島県支部   599
高知県支部 3,359
九州支部（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）  567

平成 27 年度  支部会員数（27 年 4 月末現在）

平成 27 年 4 月末現在、会員数の合計は 11,408 人

人
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平成 26 年度会計報告（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日） 平成 27 年度予算（H27.4.1 ～ H28.3.31）

●
退
職
（
平
成
27
・
３
・
31
）

文
化
学
部
教
授 

李
春
美
、
同

教
授 

井
本
正
人
。
看
護
学

部
講
師
　
廣
川
恵
子
、
同
助

教
　
塚
原
和
香
奈
、
同
助
教

　
野
島
真
美
、
同
助
教
　
平

山
司
樹
（
か
ず
き
）、
同
助
教

　
森
下
幸
子
。
社
会
福
祉
学

部
准
教
授
　
黒
田
し
づ
え
。

健
康
栄
養
学
部
教
授
　
中
村

富
予
。
地
域
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
准
教
授
　
團
野
哲
也
。

●
採
用
教
員
（
平
成
27
・

４
・１
）文
化
学
部
教
授
　
井

上
次
夫
、
同
准
教
授
　
宇
都

宮
千
穂
（
新
姓 

岩
佐
）。
看

護
学
部
助
教
　
永
井
真
寿

美
、同
助
教
　
井
上
さ
や
子
、

同
助
教
　
西
塔（
さ
い
と
う
）

佐
久
美
、
同
助
教
　
田
之
頭

恵
里
、同
助
教
　
塩
見
理
香
、

同
助
教
　
庄
司
麻
美
。
社
会

福
祉
学
部
助
教
　
上
田
（
う

え
だ
）
恵
理
子
、
同
講
師
　

河
内
（
こ
う
ち
）
康
文
。
地

域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師

　
野
辺
陽
子
。

●
採
用
教
員（
特
任
）（
平
成

27
・４
・１
）文
化
学
部
特
任
教

授
　
青
木
晴
男
。
看
護
学
部

特
任
助
教
　
橋
本
理
恵
子
。

健
康
栄
養
学
部
特
任
教
授
　

逸
見
（
へ
ん
み
）
幾
代
。
地

域
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任

教
授
　
佐
藤
恵
里
。
看
護
学

研
究
科
特
任
教
授
　
中
山
洋

子
、
同
特
任
教
授
　
畦
地
博

子
。
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー
特

任
准
教
授
　
森
下
幸
子
、
同

特
任
助
教
　
野
村
陽
子
。

（
敬
称
略
）

人
事
消
息

項　　目 H26 年度決算 備　　考
繰越金 18,922,583  H23 ＝ 319 名、H24 ＝ 305 名 ( 学部生 3 名未納 )、H25 ＝ 307 名（学部生 7 名未納）

H26 年度入学生 4,545,000  15,000×303 名（学部生 278 ＋院生 25< 学部生 7 名未納 >
未納者入金          45,000 15,000×3 名 (H25 入学生 )		

H25 年度卒業生 -4,545,000 15,000円×303名( 学部生 279+ 院生 24< 本学学部及び研究科出身者を除く >)
利　息　 51,918 

退学者返金 -255,000 15,000×17 名  H25 年度退学者返金		
振り込み手数料           -2,160

合　　計 18,762,341 

（円）○一般会計

○特別会計

・収入の部

・基本金

・在学生預かり金

項　　目 H26 年度予算 H26 年度決算 増  減 備　　考
繰越金 5,861,492 5,861,492 0 

入会金 4,242,000 4,242,000  0 14,000 円 ×303 名 ( 学部生 279+ 院生 24<
本学学部及び研究科出身者を除く >)

利  息 － 2,131 2,131  奨学金返済金口座も含む	

奨学金返済金 560,000  540,000 -20,000  
S02-1：12 万、S08-1：2 万円、S07-1：6 万円、S07-
2：5 万円、S09-1：6 万円、S09-2：6 万円、S10-1：
6 万円、S10-2：6 万円、S11-1：5 万円	

前年度寄付金 261,220  261,220  0 H25 年度寄付金
その他 － 0 0 

合　　計 10,924,712  10,906,843  -17,869  

項　　目 H26 年度予算 H26 年度決算 増  減 備　　考

基
本
金

繰越金 15,529,940 15,529,940  0 H25 年度

入会金 303,000  303,000  0 
H25 年度卒業生 1,000 円 X303 名（学
部生 279+ 院生 24< 本学学部出身者
を除く >）			 

利  息 - 29,047 29,047 
合　計 15,832,940  15,861,987 29,047 

監査報告　領収書、出納簿、預金通帳等監査した結果、財務
が適正に処理され、誤りなどの問題がないことを認めます。

（円）・支出の部
項　目 H26 年度予算 H26 年度決算 増  減 備　　考

総
会
・
事
業
費

会議費（総会 50,000 10,915 -39,085 総会用茶菓子他

旅費 350,000 209,790 -140,210 総会代議員旅費

卒業祝 550,000 439,890 -110,110 ふくさ 1,419 円 ×310 名
入学祝 120,000 146,124 26,124 タイタック記章：330 円 X410 個

学生支援 800,000 100,000 -700,000 奨学金 0 名、アオギリにたくして上映費
支部強化 800,000 713,181  -86,819 支部総会開催補助金、総会理事参加旅費

広  報 1,000,000 865,287 -134,713 会報 48 号 9,500 部　校正料込　寄付・
募金者名簿制作代

会議費 80,000  94,000 14,000 理事会交通費
小    計 3,750,000 2,579,187 -1,170,813

事
務
管
理
費

事務費 300,000 64,533 -235,467 PC ソフト代、什器備品、事務用品、封筒等
報償金 100,000 56,580 -43,420 会報発送等アルバイト料

賃金 750,000 712,500  -37,500 千円 X620.5 ｈ+ 賞与 22 千円 X2＋交通費 4 千×12 月
会報発送 600,000 571,896 -28,104 発送費

その他通信費 150,000 85,025 -64,975 振込料、電話、葉書、切手、送料等

小　計 1,900,000 1,490,534 -409,466 

予備費 5,274,712  204,788 -5,069,924 記念モニュメントに関する費用、事
務局電気料、事務局員餞別代等

合　　計 10,924,712 4,274,509  -6,650,203

次期繰越金  10,906,843-4,274,509=6,632,334

項　　目 H27 年度予算 備　　考
繰越金 6,632,334 H26 年度繰越金

入会金 4,298,000 
H26 年度卒業生 14,000 円 ×307
名（学部生 282+ 院生 25< 本学
学部及び研究科出身者を除く >）	

利  息 －
奨学金返済金 540,000 返還者８名
前年度寄付金 4,920 H26 年度寄付金

その他 －
合　　計 11,475,254 

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

（円）

・収入の部

・支出の部

○特別会計

・H26寄付金（一般）（円）	 ・モニュメント募金総額（円）・H26モニュメント募金（円）

○モニュメント募金

○在学生預かり金

・基本金

○一般会計

項　　目 H27 年度予算 備　　考

事
業
費

総会費 20,000 総会茶菓子他

旅費、交通費 350,000 総会代議員旅費、理事・監事交通費
卒業祝 550,000 校章入り袱紗 1,500 円 X320 名 ( 学部 + 院 )
入学祝 150,000 ﾀｲﾀｯｸ記章 330 円 X400 個

学生支援 900,000 奨学金１名、学生支援等
支部強化 800,000 支部総会開催補助等

広  報 1,000,000 会報 49 号 9000 部 , 寄付者名簿制作代
会議費 80,000 理事、監事交通費		
小　計 3,850,000 

事
務
管
理
費

事務費 300,000 事務用品、封筒
報償金 100,000 会報発送等アルバイト料

賃  金 750,000 6.5h×1,000×2 日 ×50w ＋ 22,000 円 ×2 回
+ 交通費 4,000×12 ヵ月、時間外手当他	

会報発送 700,000 82 円 X8,000 通
その他
通信費 150,000 振込手数料、電話、葉書、切手、送料等

小　計 2,000,000 
予備費 5,625,254 
合　計 11,475,254 

項　　目 H27 年度予算 備　　考
繰越金 15,861,987 H26 年度繰越

入会金 307,000 
H26 年度卒業生 1,000 円 ×307 名（学
部生 282+ 院生 25< 本学学部および
研究科出身者を除く >）

利  息 -
合　計 16,168,987  

内 訳 金 額
H26募金（振込） 5,000
手数料 　　　  -80

合　　計           4,920 

内 訳 金 額
H25 年度募金 3,830,750 
H26 年度募金   1,299,352 

合　　計   5,130 ,102

内 訳 金 額
H26 募金（銀行振込）      72,000 
H26 募金（郵貯振込） 1,255,000 
手数料     -27,648 

合　　計  1,299,352   

項　　目 金 額 備　　考
繰越金 5,130,102 H27.3.31 現在

項　　目 H27 年度 備　　考

繰越金 18,762,341 H24=305 名 ( 学部生 3 名未納 )、　H25=310 名（学
部生 4 名未納）、H26=303 名（学部生 7 名未納）

H27 年度
　入学生 5,970,000 15,000 円 ×398 名 ( 学 部 生 367+ 院 生

31< 本学学部及び研究科出身者を除く >）
H26 年度
　卒業生 -4,605,000 15,000 円 ×307 名（ 学 部 生 282+ 院 生

25< 本学学部及び研究科出身者を除く >）
利　息 －

退学者返金 -120,000 15,000 円 ×8 名　H26 年度退学者返金
合　　計 20,007,341 
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平
成
27
年
度 

総
会
＆
意
見
交
換
会

平
成
26
年
度
の
活
動
報
告

　

今
春
、
完
成
し
た
ば
か
り
の
永
国

寺
キ
ャ
ン
パ
ス
教
育
研
究
棟
で
、
学

歌
斉
唱
。
名
誉
会
長
等
に
ご
挨
拶
い

た
だ
い
た
後
、
岸
野
典
子
さ
ん
を
議

長
に
選
出
、
議
事
開
始
。
理
事
会
が

計
10
回
開
か
れ
た
こ
と
、
高
知
女
子

大
学
発
祥
の
地
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

事
業
の
経
過
、
募
金
者
が
３
月
末
現

在
で
888
人
、
募
金
活
動
は
継
続
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
ま
ず
報
告
さ
れ
た
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
募
金
状
況
に
つ

い
て
の
会
場
か
ら
の
質
問
に
は
永
尾

会
長
か
ら
、「
募
金
目
標
の
800
万
円
に

は
達
し
て
い
な
い
。
基
礎
部
分
の
費

用
も
必
要
で
、
不
足
分
は
総
会
議
決

い
た
だ
い
て
い
る
特
別
会
計
の
基
本

金
か
ら
捻
出
予
定
と
し
て
い
る
」
旨
、

説
明
さ
れ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
に
つ
い
て

　

開
催
決
定
ま
で
の
経
緯
は
、
ま
ず

平
成
26
年
５
月
に
大
学
側
か
ら
開
催

を
検
討
中
で
あ
り
、
し
ら
さ
ぎ
会
へ

は
協
力
依
頼
の
確
認
。
そ
の
後
、
大

学
主
催
の
方
向
で
検
討
さ
れ
た
が
、

最
終
的
に
は
大
学
主
催
の
実
施
は
な

い
と
の
こ
と
で
、
し
ら
さ
ぎ
会
と
し

て
旧
校
舎
と
の
お
別
れ
会
を
ど
う
す

る
か
を
理
事
会
で
検
討
。
小
委
員
会

の
設
置
が
第
４
回
理
事
会
で
決
定
さ

れ
、
大
学
側
と
の
協
議
で
開
催
日
を

決
定
。
以
後
、
小
委
員
会
を
中
心
に

詳
細
を
検
討
し
た
旨
、
報
告
さ
れ
た
。

学
生
支
援
の
報
告

　

26
年
度
、
奨
学
金
貸
与
に
関
し
て

は
応
募
者
が
な
か
っ
た
こ
と
を

ま
ず
報
告
。
次
い
で
、
若
い
世
代
に

戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
、
平
和
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
学
生
支
援
と
し
て
映

画
「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」
の
上

映
会
を
主
催
し
た
こ
と
を
報
告
。

支
部
活
動
の
報
告

　

26
年
度
は
６
月
22
日
の
愛
媛
県
支

部
を
皮
切
り
に
、
高
知
県
、
岡
山
県
、

広
島
県
、
徳
島
県
、
東
海
支
部
、
京

阪
神
支
部
で
行
な
わ
れ
た
旨
、
報
告
。

平
成
27
年
度
の
事
業
計
画

　

永
尾
会
長
か
ら
、
記
念
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
募
金
、
そ
の
活
動
の
継
続
、
学

生
支
援
と
し
て
奨
学
金
貸
与
は
50
万

円
を
一
名
計
画
す
る
、
会
則
改
正
に

つ
い
て
の
提
案
な
ど
が
な
さ
れ
た
。

し
ら
さ
ぎ
会
会
則
の
改
正
に
つ
い
て

　

26
年
度
理
事
会
で
見
直
し
が
審
議

さ
れ
た
条
項
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
。

主
な
条
項
は
、
第
６
条
の
「
本
会
に

次
の
役
員
を
お
く
。
理
事
は
15
名
以

内
と
す
る
。
監
事
２
名
と
す
る
」
と

数
を
明
記
す
る
点
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
７
条
の
任
期
に
つ
い
て
「
２
カ

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
が
、
３

期
を
限
度
と
す
る
」
と
、
限
度
を
加

え
た
点
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
永
尾

会
長
か
ら
「
期
限
を
作
る
こ
と
で
新

た
な
役
員
の
参
加
を
望
み
た
い
。
会

長
職
に
就
く
に
は
２
期
で
は
短
く
、

３
期
の
経
験
が
望
ま
し
い
」
な
ど
の

提
案
理
由
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

第
10
条
で
小
委
員
会
に
位
置
づ
け

て
い
た
推
薦
委
員
会
は
、
見
直
し
に

よ
り
、
第
20
条　
「
本
会
に
推
薦
委
員

会
を
お
く
」
と
し
て
、
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選

　

森
下
安
子
推
薦
委
員
長
よ
り
候
補

者
（
推
薦
）
資
料
配
布
。
議
場
推
薦

で
高
知
県
支
部
長
の
原
絢
子
氏
を
含

め
15
名
で
来
期
役
員
と
す
る
こ
と
が
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
、
会
則
８
条

に
則
り
、
理
事
の
互
選
で
、
会
長
・

副
会
長
が
決
定
し
た
。

へ
の
期
待
。
①
年
代
や
学
部
学
科
に
関

係
な
く
高
知
女
子
大
・
県
立
大
で
学
ん

だ
卒
業
生
は
み
ん
な
平
等
で
す
。
い

ざ
！
と
い
う
時
、
同
じ
目
的
の
た
め
に

手
を
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
な
広
報
活
動
を

充
実
さ
せ
て
欲
し
い
。
②
役
員
改
選
は

各
学
部
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
推
薦

委
員
会
を
中
心
に
民
主
的
な
運
営
で
。

苦
労
を
主
体
的
に
想
像
し
、
理
解
を
！

③
何
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
理
事
が
ど

ん
な
に
苦
労
し
て
、
母
校
の
発
展
と
会

員
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
、
情
報
収
集

し
、
理
事
会
で
議
論
し
、
そ
れ
こ
そ
創

造
た
く
ま
し
く
知
恵
を
だ
し
運
営
さ
れ

て
い
る
か
、
会
員
一
人
ひ
と
り
は
主
体

的
に
想
像
し
、
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
設
運
動
・

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
成
功
・
平
和

の
映
画
（
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
）
上

映
等
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
与
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
立
ち
止
ま
っ
て
は
首
を
か

し
げ
、
飛
び
立
つ
可
愛
い
、
し
ら
さ
ぎ

を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。（
家
政
学
部

衛
生
看
護
学
科
10
回
生　

梶
原
和
歌
）

　

世
間
は
今
年
が
戦
後
70
年
の
節
目
に

あ
た
る
こ
と
を
機
会
に
歴
史
論
争
が
活

発
で
す
。
高
知
女
子
大
学
の
発
祥
そ
の

も
の
が
１
９
４
５
年
、
銃
後
で
女
性
医

師
を
養
成
す
る
県
立
女
子
医
学
専
門
学

校
だ
っ
た
こ
と
、
勉
学
ど
こ
ろ
か
す
ぐ

敗
戦
、
廃
校
の
運
命
と
な
り
女
子
専
門

学
校
を
経
て
高
知
女
子
大
学
の
認
可
へ

と
繋
が
り
、
高
知
県
立
大
学
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
歴
史
を
か
え
り
み
る
と

熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
す
。

　

全
国
一
の
貧
乏
県
に
も
か
か
わ
ら

ず
池
や
永
国
寺
に
真
新
し
い
建
物
を

次
々
建
設
。
そ
し
て
文
化
学
部
・
看
護

学
部
・
社
会
福
祉
学
部
・
健
康
栄
養
学

部
・
大
学
院
へ
と
高
齢
社
会
の
人
間
と

生
活
を
支
え
る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。
先
生
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
と
業

績
で
科
研
採
択
率
が
群
を
抜
い
て
い
る

こ
と
や
、
学
生
た
ち
の
地
域
に
根
差
し

た
活
動
や
災
害
へ
の
取
組
か
ら
も
、
そ

の
努
力
が
偲
ば
れ
ま
す
。

広
報
活
動
の
充
実
を
願
う

　

で
は
い
よ
い
よ
本
論
の
同
窓
会
活
動

▲南裕子学長（しらさぎ会名
誉会長）はじめ、野嶋佐由美
副学長、萩沼一男副学長、土
居稔事務局長にもご出席いた
だいた総会に続き、上の写真
は 11 全支部揃っての意見交換
会のようす

　
会
報
編
集
委
員

　
記
念
碑
建
設
委
員
会

し
ら
さ
ぎ
会
の
体
制

◦
仁
尾
郁
、
水
田
佐
智
子
、
坂
本
正

子
、
坂
本
美
和
、
澤
田
智
惠
、
竹
内

久
恵
、
森
和
美

◦
山
﨑
美
惠
子
、
永
尾
朱
美
、
津
野

真
千
子
、
宮
田
福
、
中
岡
道
子
、
靏

田
和
子
、
中
澤
寿
美
恵

27
年
度

名
誉
会
長 

南
裕
子（
学
長
）
顧
問
　
野

嶋
佐
由
美
（
副
学
長
）
荻
沼
一
男
（
副

学
長
）【
理
事
】
会
長 

山
﨑
美
惠
子 

副

会
長 
津
野
真
千
子
、山
本
雅
子
（
理
事
）

池
上
美
佐
子
、
岩
城
ゆ
か
り
、
川
口
順

子
、川
村
雅
子
、北
村
貴
美
、小
松
美
鶴
、

田
中
眞
希
、
仁
尾
郁
、
原
絢
子
、
藤
原

佑
佳
子
、水
田
佐
智
子
、横
川
峰
子
（
監

事
）
永
尾
朱
美
、
西
谷
抄
希
子

意
見
交
換
会

　

支
部
の
共
通
課
題
は
、
若

い
層
へ
の
呼
び
か
け
を
工
夫

し
た
い
こ
と
、
岡
山
県
支
部

で
は
参
加
増
を
期
待
し
て
地

元
紙
に
投
稿
し
た
、
な
ど
報

告
さ
れ
た
。
当
日
、
進
行
を

務
め
、
新
年
度
理
事
を
退
か

れ
た
梶
原
和
歌
支
部
担
当
理

事
に
、
同
窓
会
活
動
へ
の
期

待
を
こ
め
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

平和を切望し出版

２年連続全国表彰

◦東海支部の高田美智子さ
ん（英文６回）が戦後 70 年
の今年、『 戦争と月と』を出版。
平和を願う必死の思いで、
ベトナム戦争の真実に迫る
伊語原書を邦訳したもの。

◦「イケあい地域災害ボランティア
センター」の学生が、25 年度ぼう
さい大賞（ぼうさい甲子園）に続き、
26 年度は消防庁長官賞（防災まち
づくり大賞）を受賞！  スゴい！

２千円＋税
㈱人間社刊

５月 16 日（土）に

永国寺キャンパス

レーダー通信

同
窓
会
活
動
へ
の
期
待
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▶
ポ
ス
タ
ー
、
提
供
は
岩
川
薫
里
さ
ん

▶
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
オ
ギ
リ
（
Ｈ
27.

８.

18
）

１
学
生
自
治
会

２
活
輝
創
生
実
行
委
員
会

３
生
協
学
生
委
員
会nas

４
エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ

５C
O

M
E

☆RISH

６
こ
め
っ
娘
。

７sun-fes

８Society  For  Everyone

９
シ
ネ
マ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
３.
11

10
イ
ケ
あ
い
地
域
災
害

　

    

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

11
健
援
隊

し
ら
さ
ぎ
会
の
学
生
支
援
の
た
め
の
映
画
会
を
開
催

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
学
生
活
動
発
表

◦
い
ま
大
学
は
「
域
学
共
生
」
方

針
を
掲
げ
、
地
域
の
人
々
と
大
学

が
協
働
す
る
人
材
育
成
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
に
出
る
こ
と
の

多
い
学
生
さ
ん
た
ち
の
活
動
発
表

は
、
そ
の
ま
ま
社
会
人
と
し
て
も
通

用
し
そ
う
な
「
即
戦
力
」
に
溢
れ
、

ち
ょ
っ
と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

◦
発
表
し
て
く
れ
た
チ
ー
ム
！

現
役
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

　

懐
か
し
い
校
舎
に
別
れ
を
惜
し
む

舞
台
を
創
っ
て
く
れ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
担
当
者
の
ひ
と
り
が
彼

末
富
貴
さ
ん
（
昨
年
ま
で
連
続
20
年

以
上
、
し
ら
さ
ぎ
会
理
事
）
だ
が
、

そ
の
彼
末
さ
ん
に
、「
会
場
設
営
は
じ

め
、
彼
女
の
頑
張
り

の
お
か
げ
で
、
ス

ム
ー
ス
に
こ
と
が

運
ん
だ
。
彼
女
に

こ
そ
話
を
聴
い
て

み
て
！
」
と
、
推
薦

さ
れ
た
の
が
文
化
学
部
３
回

生
、
地
域
文
化
論
研
究
室
（
清
原
泰
治

ゼ
ミ
）の
岩
川が

わ
か
お
り

薫
里
さ
ん（
右
）だ
っ
た
。

上
映
会
を
ぜ
ひ
各
地
で
！

　

敗
戦
か
ら
70
年
が
過
ぎ
、
戦
後
生
ま

れ
が
８
割
を
超
え
た
。「
平
和
で
あ
る
こ

と
」
は
、
ど
れ
ほ
ど
尊
い
か
…
。

　

こ
の
映
画
の
上
映
会
は
、
16
歳
で

終
戦
を
迎
え
た
大
川
須
美
さ
ん
（
女

専
英
文
２
回
生
横
浜
市
在
住
）
の
、「
ど

う
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
、
若
者
に

こ
の
映
画
を
観
せ
た
い
」
と
い
う
熱

い
情
熱
に
支
え
ら
れ
て
実
現
し
た
。

　

昨
年
５
月
、
永
尾
会
長
に
大
川
さ

ん
か
ら
長
距
離
電
話
で
、
し
ら
さ
ぎ

会
へ
の
協
力
依
頼
。
永
尾
会
長
は
、

し
ら
さ
ぎ
会
理
事
会
を
は
じ
め
、
平

和
の
尊
さ
を
身
体
で
知
る
諸
先
輩
方
や
大
学
の
先

　

１
回
生
の
４
月
、
各
自
が
役
割
を

決
め
る
際
、
人
気
が
な
か
っ
た
の
が

「
学
生
自
治
会
」
で
、
だ
か
ら
こ
の
会

を
選
ん
だ
そ
う
だ
が
、「
ま
さ
か
、
人

気
が
な
い
の
に
、
こ
ん
な
に
忙
し
い
、

や
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
と
は
知
ら
な

か
っ
た
で
す
！
」
と
、
し
か
し
、
と
っ

て
も
嬉
し
そ
う
に
満
足
気
に
自
己
紹

介
し
て
く
れ
た
。

ど
ん
な
こ
と
も
、ま
ず
は
断
わ
ら
な
い

　

薫
里
さ
ん
は
い
ま
、
地
域
に
出
て

様
々
活
動
し
て
い
る
が
、「
地
域
の
皆

さ
ん
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
の
が
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
」。

　

期
待
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、「
自
分

も
な
ん
と
か
そ
の
期
待
に
応
え
た
い

か
ら
頑
張
れ
る
」
と
い
う
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
第
一
歩
は
「
と
に

か
く
ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ま
ず
は
断

わ
ら
な
い
」
こ
と
、難
し
い
と
思
っ

て
も
、
あ
れ
こ
れ
工
夫
す
る
こ

と
で
、
道
は
拓
け
る
と
信
じ

て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
将
来

は
「
地
域
へ
出
て
、
地
域
で

住
民
と
活
動
す
る
こ
と
を
仕
事

に
選
び
た
い
と
考
え
て
い
る
」
そ
う

で
、
今
後
の
ゼ
ミ
の
着
地
点
は
「
域

学
共
生
」
の
理
論
強
化
だ
と
か
。
頑

張
っ
て
！

今
や
ら
ね
ば
、
い
つ
で
き
る
！

　

私
た
ち
が
や
ら
ね
ば
、

　
　

だ
れ
が
や
る
！

　

来
高
の
内
閣
府
大
臣
政
務
官
と

「
イ
ケ
あ
い
」
の
学
生
が
懇
談

　

防
災
活
動
に
主

体
的
に
取
り
組
む

サ
ー
ク
ル
「
イ
ケ

あ
い
地
域
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
と
の
懇
談

会
で
、
政
務
官
は
、

「
学
生
の
や
り
た

い
こ
と
へ
の
支
援

も
行
な
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
エ
ー

ル
を
送
ら
れ
た
。

2015.07.09
池キャンパス

生
方
に
も
相

談
し
た
。

　

理
事
会

で
の
意
思

統
一
は
比
較
的
早
い
段
階
で
図
ら
れ
た

が
紆
余
曲
折
も
経
つ
つ
、
結
局
、
清
原

泰
治
教
授
か
ら
、「
学
生
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
、
２
０
１
５
年
２
月
１
日

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
い
う
有

難
い
協
力
体
制
が
決
ま
っ
た
。

　

当
日
は
100
分
の
上
映
が
２
回
と
、

映
画
制
作
者
の
中
村
里
美
さ
ん
、
協

力
者
の
伊
東
茂
利
さ
ん
か
ら
も
ご
挨

拶
。
併
せ
て
約

140
名
が
参
加
。
な
お
、

前
日
の
田
野
町
で
の
上
映
会
は
森
下

玲
子
さ
ん
（
女
専
英
文
１
回
生
横
浜

市
在
住
）
の
骨
折
り
で
実
現
し
た
。

さ
ら
に
、
７
月
４
日
に
は
堀
江
美
さ

ん
（
女
専
英
２
回
）
の
企
画
で
、
仙

台
市
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ご
協
力
の
も
と
300
人

近
い
参
加
者
に
観
て
い
た
だ
け
た
。

「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」
涙
が
出
ま
す

　
「
原
爆
映
画
な
の
に
、
全
く
説
教

く
さ
く
な
い
。
久
し
ぶ
り
に
涙
を
流

し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
戦
争
は
怖

い
。
身
に
迫
る
恐
怖
を
感
じ
た
。
我
々

も
平
和
の
た
め
に
何
か
動
か
な
け
れ

ば
」。「
お
国
が
平
和
を
く
れ
た
の
で

は
な
い
。
自
分
た
ち
が
70
年
間
勝
ち

取
っ
て
き
た
平
和
な
の
だ
と
実
感
す

る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

大
川
さ
ん
の
上
映
会
実
施
に
向
け

て
の
情
熱
は
、「
私
財
を
投
げ
打
っ
て

で
も
」
と
い
う
ほ
ど
熱
か
っ
た
。
被

爆
者
の
惨
状
を
描
い
た
映
画
「
に
ん

げ
ん
を
か
え
せ
」
を
き
っ
か
け
に
、

社
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
大
川
さ

ん
が
、
原
爆
ド
ー
ム
を
訪
れ
た
際
。

　

生
涯
を
か
け
て
被
爆
体
験
を
伝
え

続
け
、
こ
の
映
画
「
ア
オ
ギ
リ
に
た

く
し
て
」
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
沼

田
鈴
子
さ
ん
に
出
逢
い
、
自
叙
伝
を

贈
ら
れ
る
。
平
和
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
映
画
制
作
者
の
中
村
里
美
さ

ん
の
底
知
れ
な
い
地
道
な
パ
ワ
ー
を

期
待
し
、
そ
の
自
叙
伝
を
謹
呈
。
そ

れ
が
、
こ
の
「
５
千
万
円
か
か
る
。

自
身
の
身
を
滅
ぼ
す
か
ら
映
画
な
ん

か
創
る
な
」
と
、
周
り
の
猛
反
対
に

遭
っ
た
中
村
さ
ん
の
自
主
映
画
制

作
の
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

だ
っ
た
。
大
川
さ
ん
は
、「
と
に
か
く
、

色
々
な
人
に
観
て
ほ
し
い
。
そ
れ
だ

け
が
願
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

戦
争
は
怖
い
…

❶仲間作り❷会場を借
りる❸告知、集客（チ
ラシ百枚 648 円 + 送料）

上映会を開くには

窓口　㈱ミューズの里♪
　☎ 070-6511-7275
http://aogiri-movie.net/

【有料上映会】
◦上映料金（百人以上
目標で）／大人一般千
円 以 上、 学 生 ８00 円
を基準で。料金の 60％
が映像使用料。40％分
は主催者様の経費に。

【少人数有料試写会 】
◦一人千円 × 人数分
＝上映料。

【無料上映会 】 
◦料 金 は、 上 記 基 準、
詳細ぜひ上記、窓口へ。

▲ポスターセッションの風景
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〒781-8515 高知市池2751-1 高知県立大学内 ●（088）847-5606 ●

◦ 事務局（Fax•mailは常時）　
　☎ Fax   088（847）5606 　
    mail : sirasagi@cc.u-kochi.ac.jp
◦http://www.u-kochi.ac.jp/~sirasagi/
◦ 事務局員勤務（曜日、時間注意）
　2015 年 9 月〜 2016 年 3 月
　　水 14：00 〜 17：00
　　木   9：30 〜 16：30
　　金   9：00 〜 12：00
　2016 年 4 月〜
　　木＆金   9：30 〜 16：30

し
ら
さ
ぎ
会
連
絡
先

記
念
碑
建
設
委
員
会
活
動
報
告
２
０
１
５

　

退
職
し
て
４
ヵ
月
あ
ま
り
。
研
究

会
、
委
員
会
、
講
演
と
い
っ
た
残
務

も
一
応
区
切
り
が
つ
き
、
こ
の
と
こ

ろ
人
生
の
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
モ
ー
ド

（
大
学
中
心
か
ら
自
己
責
任
の
人
生

へ
）
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
生
活
が
単
調
に
な
り

が
ち
な
日
常
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
温

め
て
き
た
研
究
分
野
に
本
格
的
取
り

組
み
は
じ
め
て
い
て
、
困
難
な
作
業

の
彼
方
に
な
に
が
見
え
て
く
る
の
か

楽
し
み
で
す
。

 　

一
方
、
私
の
所
属
し
て
い
た
生

●
イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
到
着

　

平
成
27
年
１
月
、
お
正
月
早
々
、
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
者
新
宮
晋
氏
よ
り

イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
が
届
き
ま
し
た
。

　

永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域
交
流

広
場
に
設
置
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

は
回
転
す
る
翼
の
部
分
が
ス
テ
ン
レ

ス
製
で
白
に
塗
装
、
脚
部
は
コ
ー
ル

テ
ン
鋼
で
、
高
さ
５
メ
ー
ト
ル
50
セ

ン
チ
程
の
想
定
ス
ケ
ッ
チ
図
か
ら
、

井
本 

正
人

活
デ
ザ
イ
ン
学
科
が
廃
止
さ
れ
、
実

に
残
念
な
上
に
学
生
た
ち
の
卒
業
論

文
（
研
究
）
も
大
学
に
は
残
ら
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
す
で
に
他

界
さ
れ
た
教
員
が
指
導
さ
れ
た
卒
業

論
文
で
手
許
に
あ
っ
た
も
の
百
冊
ほ

ど
は
卒
業
生
の
手
許
に
届
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
多
く

の
方
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
礼
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
川
口
順
子
先
生

と
協
力
し
て
生
活
デ
ザ
イ
ン（
家
政
）

学
科
の
学
年
ご
と
の
記
録
（
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
中
心
に
退
職
を
祝
っ
て

い
た
だ
い
た
際
に
一
部
紹
介
し
ま
し

た
が
、
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く

た
め
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

す
で
に
新
た
な
出
会
い
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
続
い
て
き

た
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
と
の
心
温
ま

る
交
流
は
今
後
も
大
切
に
し
、
人
生

の
糧
と
し
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

恩
師
は
今
◦
２
０
１
５
年
の
春
退
職
さ
れ
た
井
本
先
生
に
、

近
況
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
ら
さ
ぎ
の
舞
う
雰
囲
気
が
感
じ
ら

れ
る
優
し
く
て
雄
大
な
全
体
像
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
出
来
、
嬉
し
い

出
発
の
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

● 

着
々
と
、
具
体
的
な
協
議

　

そ
れ
を
受
け
て
大
学
、
高
知
県
、

建
設
設
計
業
者
へ
の
報
告
と
調
整
な

ど
、
大
学
の
事
務
局
長
を
窓
口
に
お

願
い
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
大
型
で
、
し
か

も
風
で
動
き
ま
す
。
５
月
23
日
に
は

委
員
４
名
で
神
戸
市
三
田

の
新
宮
晋
ア
ト
リ
エ
に
出

向
き
、県
よ
り
依
頼
の
あ
っ

た
基
礎
技
術
面
を
交
渉
し

ま
し
た
。
こ
の
９
月
３
日

に
は
新
宮
晋
・
保
子
ご
夫

妻
と
関
係
機
関
で
再
協
議
。

　

地
域
交
流
広
場
内
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
位
置
の

確
認
、
設
置
行
程
及
び
役

割
分
担
の
調
整
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
記
念

碑
建
設
は
具
体
化
に

向
け
て
焦
点
が
集
約

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
完

成
に
む
け
て
非
常
に

前
進
し
て
い
る
感
が

も
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
モ
リ
ア

ル
碑
に
つ
い
て
も
法

人
に
よ
り
調
整
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

  

● 

常
設
展
示
場
で
初
公
演

　

そ
の
他
、
記
念
碑
建
設
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
新
宮
氏
の
活
動
へ
の

側
面
協
力
に
も
精
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

風
の
彫
刻
家
と
し
て
世
界
に
名
を

馳
せ
る
氏
の
作
品
の
常
設
展
示
場
『
風

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
が
「
兵
庫
県
立

有
馬
富
士
公
園
」
内
に
昨
夏
開
設
さ

れ
た
こ
と
は
お
知
ら
せ
し
た
通
り
で

す
。
文
化
の
発
信
基
地
の
役
割
を
担

う
『
風
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
の
第
一

彼
方
へ
の
期
待

高
知
女
子
大
学

発
祥
の
地

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

回
野
外
公
演
「
風
の
能
」
が
こ
の
５

月
に
開
か
れ
、
幽
玄
美
漂
う
薪
能
を
、

満
員
の
観
客
と
共
に
有
志
で
鑑
賞
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

● 

募
金
活
動
の
現
状

　

今
号
の
会
報
で
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
て
き
た
永
国
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
お
い
て
、

記
念
碑
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

新
宮
晋
氏
の
紹
介
や
進
捗
状
況
、
イ

メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
の
展
示
等
を
行
な

い
、
出
来
る
限
り
同
窓
生
に
お
伝
え

し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
も
努

め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
設
置
し

た
募
金
箱
に
は
お
陰
様
で
新
た
な
募

金
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

募
金
活
動
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て

は
同
封
別
紙
の
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

基
礎
工
事
に
関
わ
る
経
費
等
も
必
要

で
あ
り
今
後
と
も
募
金
活
動
を
続
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
を

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
記
念
碑
建
設
委
員
会 

委
員
長

                                

山
﨑
美
惠
子
）

平成 27 年 9 月 3 日、永国寺キャンパス
で新宮ご夫妻と、関係機関で協議

文化発信基地の第一回野外公演で、水面に映える
「風の能」

2015.0806. 仕事部屋で2015.0806. 仕事部屋で


